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福祉社会の流通・生協視察調査団特集

幸良 去と
仁I

A Report and W ords of Thanks 

室
田
山

今回の視察旅行は、研究所としては第3回目の

企画であり、慣れてきたというか、視察の順序、

時間の使い方等に無駄がなく、万事効果的に進捗

したということはいえよう。また視察内容も単な

る生協紹介といった初歩的なものでなく、流通業

界における消費協同組合運動のウエイトの現状分

析や将来予想など、次元の高いものであった。し

たがって、見学だけでなくレクチャーや討論の時

聞が多かったのも今回の特色である。単に生協運

動だけでなく、いわゆるオーディナリーチェーン

のNKや、パイイング?グループのイキャやエデカ

等、消費者運動に並行する有力諸組織の訪問など、

広い視野から生協運動をみたことも、非常に有効

であったのではあるまいか。

それにつけても、先方の受入れ態勢が例の協同

組合精神で大へん好意的であったことも、あらた

めて印象づけられる。とくにKF;レンドベノレイ氏、

FDBエリクセン氏、 FNCCシャルボワ氏、コ

ーパラチブ・ユニオン、ギャラット氏、 ICAオ

ールマン氏、大参氏等のいつもながらの温かい受

入れには感激した。こういう視察旅行は時聞が制

約されているだけに、先方の準備にいささかの遅

滞でもあると、その成果は半減するものであるが、

今回はこの点でもまず満足すべき結果ではなかう

たかと自分では思ヮている。

また、もちろんスヴェディッシュ・インスティ

と 御 礼

理事日本大学教授 内 目脅さ 英
Prof. Hidenori Naito 

(視察団コーディネーター〉

テュートの轍密なスケジュール作成と、通訳派遣

等の経済的援助や滞瑞中の菊池先生、永山先生の

御協力にも感謝しなければならない。プログラム

はインスティテュートのアーレフェノレド氏および

ボールマーク女史によ ゥて組まれたものであり、

またヒルデマン氏、ノレンスケ氏の関与するところ

でもあヮた。これらの方々は団員各位には直接接

する機会がなかったが、視察団のためにアレンジ

の作業をして下さったわけで、ここに深甚なる謝

意を表したい。

背後から視察団を応援していただいた方々とし

て、更に在日スウェーデン大使館のフリッツオン

氏、在スウェーデン日本大使館の松下氏、在デン

マーク日本大使館の武田氏、東海大学ヨーロピア

ンセンターの服部氏夫妻等の御助力も忘れること

はできない。これらの方々にも厚く御礼申上げる
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次第である。

今回の通訳は、全て全面的かあるいはその幾分

かが奉仕的な犠牲によるものである。つまり、事

務的な雇用関係でなくやっていただいた方々ばか

りであるが、にもかかわらずストックホノレムの高

橋氏、コペンハーゲンの福居氏、ハンブノレグ東レ

の岡島氏、パリの河野氏等全ての方々はいずれも

好評であり、私も大変嬉しく思っているばかりで

なく、これら諸氏への感謝の気持でーぱいである。

同じ意味で交通公社の三堀氏にはとくに謝意を表

したい。同氏は円熟のエスコートとして、まこと

に手際よく団の行動を導いてくれたばかりでなく、

通訳としてもまた望外の仕事をしていただいたか

らである。われわれが昨年に引きつづき、今年も

同氏をエスコートとして得たことは幸せであった

といえよう。

そのうえ、団員各位が、高橋先生、大橋先生を

はじめ、人生老練の方々が多く、また樋口部長以

下農協関係の方々がよくまとまっていて、旅行中

ありがちな団員聞のトラブルの類が全くなく、終

始和気あいあいの空気の中で過せたのも何よりの

ことであった。

最後にサブリーダーとしての福田先生の努力を

高く評価したい。今回の団の運営がスムーズに行

われたのも、ひとえに福田先生の出発前からの周

到な連絡と出発後の迅速適確な手腕と判断による

ところが多いからである。同先生にもここに深く

謝意を表する。

以上、仲間うちの自讃に終わるようではあるが、

数度にわたる私の視察団の経験によれば、今回は、

総じて非常に成功した視察であったと思う。しか

しながらこれは、基本的には西村所長、高須先生

をはじめスウェーデン社会研究所の積年のアクチ

ブな活動がしからしめたものであり、所長をはじ

め研究所御一同にも改めて御礼を申しあげる次第

である。

「福祉社会の流通・生協視察調査団」報告
A Report of “The Distributive Trade 必 ConsumerCo-operative Study Group" 

研究員 日 本 大 学 講 師 福 田 雅

(1) 視察調査団の概要

当研究所は、昨年に引きつづき第3回目の「福

祉社会の流通・生協視察調査団」を編成し、日本

交通公社の協力をえて、去る 8月15日から15日間、

スウェーデン、デンマーク、西ドイツ、フランス、

イギリスの各国へ派遣した。今回は、ヨーロッバ

の流通業界全体の動向と、そのなかにおける生協

運動の実情調査を主な目的としていたが、農業関

係、福祉関係、建築関係などについても実地調査

をするという、かなり欲張ったものであった。幸

い、関係者の方々のご支援、ご協力により、所期

の目的を果たし、 8月29日、全員無事に帰国する

ことができた。

参加メンバーは次のとおりである。(敬称略、

順不同)

内藤英憲(コーディネーター〉

日本大学教授、当研究所理事

高橋正雄東北学院大学教授

大 橋隆憲 日本福祉大学教授

大橋満子京都府立盲学校教諭

大野勝也明治大学助教授
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Lecturer Masakazu Fukuda 

樋口 久雄全国農業協同組合連合会生活部長

久保和俊全国農業協同組合連合会電器・家具課長

近藤義彦岩手県経済農業協同組合連合会生活課長

山田 長治宮城県経済農業協同組合連合会総務部部付

大関 i専群馬県経済農業協同組合連合会生活部長

斎藤 仁群馬県経済農業協同組合連合会西部支所支
所長

佐藤正武福岡県購買販売農業協同組合連合会生活
資材部長

岩切 浩宮崎県経済農業協同組合連合会生活部長

小室 静鹿児島県経済農業協同組合連合会生活部
長

/ 

森 正一 トヨタ生活協同組合組合長

山田稲造茨城県勤労者生活協同組合常務理事

中村 婚倒産業科学研究所取締役社長

三堀博造日本交通公社添乗員

内藤英二 日本大学経済学部

福田雅一 日本大学講師当研究所研究員

合計20名

コーディネーターの内藤教授は、ご自身の研究も

兼ねて、視察調査団より一足先きに渡欧され、 1

カ月余にわたって各地を回られた際に今回の視察

先をすべて訪問され、事前の打合わせをしておい



ていただいた。今回の視察旅行が効率的に行なわ

れたのは、ひとえに同教授のご努カに負うものと

いわなければならない。

参加メンパーはいずれもそれぞれの分野で著名

な方々ばかりであっただけに、各視察先でのディ

スカッションではいろいろな角度からの議論が行

なわれ、非常に有意義であった。日程の関係で、

朝7時食事、 7時半出発というハードなスケジュ

ールが何日も続いたにもかかわらず、遅刻する方

は1人もなく、その意味では全員優等生(三堀氏

が他の添乗員に話していた表現〉であったといえ

る。ホテル帰着は早くて夕方5時、夜8時を過ぎ

ることもあったが、最年長の高橋教授はそれから

教え子の訪問を受けられることがしばしばあり、

まさに超人的な活躍をされた。大橋教授夫人は紅

一点として、視察先の応接者が女性の場合には第

一線に出て活躍され、また各視察先の講師に

“Ladies and Gentlemen"といわせるためにも

貴重な存在であった。全農の方々は樋口氏、久保

氏を中心によくまとまっておられ、その他の方々

もまるで旧知の間柄のようによく打ち解けて、和

気合々のうちに楽しく旅行を続けることができた。

添乗員の三堀氏は、昨年の視察調査団で好評を

博した方で、今年は特に指名してお願いしただけ

あって、航空機、ホテノレ、パスなどの手配は申す

に及ばず、コペンハーグンのFDBやマンチェス

ターの Co-operativeUnionでは通訳の労もと

っていただき、また個人的なことでお世話になる

ととも数多くあった。

われわれのために常に最善を尽くしていただい

た三堀氏にこの誌面を借りて、感謝の意を表した

U、。

今回の視察旅行が数多くの成果をあげえたのは、

何といっても外国側のきわめて好意的な受入れ態

勢があったからである。各地の協同組合はいうに

およばず、どこへ行っても暖かく迎えられ、各部

門の最高責任者の方がたと親しく話合うことがで

きた。異郷の地で親切にされるということは、身

に~、みて嬉しいものである。このような厚遇を受

けた背景には、全農、日生協、首都圏生協連、家

の光、あるいはスウェーデン社会研究所の幹部の

方がたが過去長年にわたって各国の関係先との聞

に培かつてこられた友好関係があるわけで、これ

ら諸先輩にも感謝しなければならない。

さらに、視察先の関係で何班かに分けなければ

ならなかったストックホルムにおいて、コーディ

ネーターの補佐をしていただいた菊池幸子先生と

永山泰彦先生、奉仕的に通訳を引き受けていただ

いたコペンハーグンの福居誠二氏(コペンハーゲ

ン大学留学生〕、ハンブノレグの岡島三代蔵氏(東

レ欧州事務所主任部員〉、パリの河野善彦氏(海

外経済協力基金、パリ大学留学生〉、 ロンドンの

大参平八郎氏 CICA金融部長、農林中金から出

向〉、あるいはまた視察調査団派遣にお骨折りい

ただいた在日スワェーデン大使館の Fritzson氏

と Ankarcrona氏、高須裕三先生をはじめとす

るスウェーデン社会研究所のスタッフの方がたな

ど、今回の視察調査団のためにご尽力いただいた

方は数多い。ここに記して謝意を表する次第であ

る。

(2) ストックホルム

羽田を発って16時間、ストックホノレムの Arla-

nda空港に着いたとき、現地時間は 8月15日の

午後7時10分であった。われわれ一行は、コーデ

ィネーターの内藤教授とご子息英二氏、それに現

地通訳の高橋たか子嬢に出迎えられた。

Continental Hotelに着いてその日の第 5回

目の食事を終えたのが午後9時、日本時間なら翌

朝午前5時、ほぽ徹夜をしたととになる。実に長

い一日であった。

16日(月〕 いよいよ活動開始。午前8時全員

会議室に集まった。前日の疲れがとれたかどうか

心因であったが、一部にはすでにホテルの附近を

散歩して来られた方(主として年配の方〉もあっ

て、全員元気な顔をみせられた。間もなくストッ。

クホノレム在住の菊池先生と永山先生が姿をみせ、

やや遅れて高橋通訳、つづいてKFの Lundberg

氏が現れた。簡単な打合せをして、 8時半ノ守スに

乗込んだ。

都心から郊外へ向ったわれわれのパスは快適に

走るが、反対側の都心へ向う道路は 3車線ギッシ

リ詰まっていて動きがとれない様子。反対車線が

空いてきた頃は、もうかなり郊外に来ていた。や

がて脇道へ入札しばらく高級住宅(別荘?)地

を走って、入江のそばで、パスが止まった。入江に

はヨットが浮かび、対岸には緑の丘が広がってい

て、まるで観光に来たような錯覚をおぼえた。そ

こにKFの協同組合大学 (Vargard)があった。

Advidsson校長から大学の概略について説明を
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受けたのち、 Lundberg氏から「スウェーデン

の消費協同組合運動」について講義を聴いた。同

氏はKFの国際部門担当の理事として実務に携わ

るかたわら、時どき講師として協同組合大学へ来

ているだけあって、その講義ぶりは堂々として自

信にあふれるものであった。

スウェーデンの各種協同組合、 KFの組職と活

動状況、協同組合運動の展望などについて 1時間

半ばかりの説明があったのち、質疑に入った。団

員から、 iKFの合理化、中央集権化と組合員の

連帯意識が矛盾するのではないか。」、 「従業員の

経営参加はどうなっているか。」、 iKF内の労働

問題はどうか。」、 「協同組合運動と政治体制とは

どういう関係にあるか。」といった難かしい質問が

次つぎと出て、さすがの Lundberg氏もタジタ

ジとなる場面があった。それにつけても、こうし

難かしい議論のやりとりを適格に通訳された高橋

たか子壌の語学力は見事であった。

昼過ぎにKF本部へ案内され、ストックホノレム

市街を一望のもとに見渡せる 9階の社員食堂でラ

ンチをご馳走になった。食後、 KF本部内にある

テスト・キッチンを見学し、そこの主任(女性)

から活動状況の説明を受けた。そのなかで興味を

ひいたのは、最近KFが行なっている食生活改善

のキャンペーンであった。スウェーデン人は肉類、

魚、卵などの脂肪や蛋白質を摂り過ぎて、栄養の

バランスが崩れているので、もっとパンやコーン

フレークなどの穀類とか野菜を食べるべきだとい

うのである。説明を聴いていると、日本の食生活

にピッタリの印象を受けたので、その旨質問した

ところ、 「そのとおり。日本人の食生活は理想的

である。われわれはそれを見習おうとしているの

である。」との答えが返ってきた。

ふただび、パスに乗り込み、 Lundberg氏の案内

でこんどはストックホノレム郊外にあるKF直営の

Obs!に向った。 Obsとは、スウェーデン言音で

「注意」という意味だそうである。目的地に着い

てまず驚いたのは、その駐車場の広さである。数

百台収容できるだけの広さであるが、当日駐車し

ていた車はわずか数台にすぎなかった。建物は、

飛行機の格納庫のようで、お世辞にも立派とはい

えない。内部も殺風景で、だだっ広いところに食

料品、衣料品、台所用品などの日用品から、電機

製品、家具、書籍など、ありとあらゆるものが展

示されていた。これがハイパー・マーケットとい

4 

うものである。全農や生協の方がたは早速品定め

を始めた。それによると、肉類などごく一部を除

き、ほとんどの品物は日本よりかなり高いという

ことであった。

この日は、結局丸一日 Lundberg氏に付合っ

ていただいた。同氏は、当初、 8月15日から月末

まで夏季休暇をとる予定になっていたが、われわ

れのために予定をズラせて下さったのである。こ

れまでも全農をはじめ日本の協同組合関係者と馴

染が深く、特に親日家である Lundberg氏と一

層の親睦を図るべく、視察調査団、全農共催の夕

食パーティを「清香園」レストランで聞くことに

し、同氏を招待した。

食事中、話に花が咲いた。そのなかで、日本人

の名前が次つぎに出てきて、その記憶力の良いの

には驚かされた。高橋教授が、 40年前にストック

ホノレムに来たことがあり、グスターフ・カッセノレ

を訪ね、一般均衡論や購買力平価説について議論

した話をされたときは、 Lundberg氏も生まれ

て間もない頃のことであり、驚いたような顔をし

て高橋教授の話を聴いておられた。

17日(火〉 予定より 30分程早くシヤーノレホノレ

メンに着き、附近のショッピング街や団地を見学

したあと、午前10時に老人ホームを訪問した。そ

こにはストックホノレム市社会福祉局から Posse-

nius女史がわざわざ出張して来ていて、 1時間

ばかり老人対策について説明を受けたあとで、施

設を見学した。当日はちょうどホームのピクニツ

クとかで、老人達はほとんど出払っており、各人

の部屋を見ることはできなかったが、読書室、手

芸室、診察室などの充実した設備には感心した。

ここでは、ご専門の菊池先生が大活躍され、講師

の説明でわかりにくいところについていろいろ解

説していただいた。

午後は 2班に分れ、 A班はNKデパート、 IC

Aストアおよび「サービスの家」を、 B班はシヤ

ーノレホノレメンの身障者施設をそれぞれ視察した。

筆者はA班に同行したので、以下A班についての

報告を書くことにする。

NKデパートは、スウェーデン最大の老舗デ、パー

トであり、 EPA(バラエティ・ストア)、 BR
A (ハイパー・マーケット〉を含めたNKグノレー

プの中心的存在でもある。ストックホノレムの銀座

通りともいえるハムンガータンに位置しているが、

建物は地上4階、地下 1階、照明が暗く、品数も



豊富とはいえず、日本のデ、パートに比べてかなり

見劣りがした。マネージアの Stahlfors氏およ

び Hagerman氏からNKグループの営業状況

について説明を聴いた。競争が激しくてかなり苦

労しているようであり、経営効率を高めるため今

年度末にスウェーデン第二の大デパート Ahlens

と合併することになっているとのことであった。

次に、カーラプランにある ICA (イキャと読

む。ロンドンにある ICA=国際協同組合連盟と

は関係ない。〉のボランタリー・チェーン庖を訪問

した。 ICA本部から Kohls嬢が派遣されてい

て、最近の営業状況などの説明を受けたのち、庖

内を案内していただいた。 ICAは最近小売業界

において急速に伸びている組織であるが、その原

因としては営業時聞が長いこと(夜遅くまで営業

している。〉、対顧客サービスを重視していること、

などがあげられよう。

つづいて、 ICA庄から徒歩2-3分のところ

にある「サービスの家」を見学した。ここは、日

本でいえばグタ履き住宅といったところで、 2階

。以上は住宅、 1階は商唐街という建物である。こ

こには老人が多く住んでいるということであった。

18日(水〉 この日は朝から 2班に分れ、 A班

は午前中リクスビッグン(建築労働者による住宅

建設協同組合〉、午後消費者庁と消費者オンブズ

マンを、 B班は午前中農業者連盟、午後単位農協

と農場を、それぞれ視察した。さらに、 内藤先

生、菊池先生、樋口氏、筆者の 4人は他の班と別

れてスウェディシュ・インスティテュートを訪問

した。

今回のスウーエデンにおける視察調査のアレン

ジメントはすべて、スウェーデンの政府機関(外

務省関係〉であるスウェデ、イシュ・インスティテ

ュートによるものであった。そのお礼かたがた表

敬訪問し、理事の N.Hildeman氏にお目にかか

った。ランチをご馳走になりながらいろいろお話

をした。

翌日は朝早くストックホノレムを発つことになっ

ており、これまでまったく観光をしていなかった

ので、各班とも視察を早自に切りあげ、午後4時

過ぎから三々玉々スカンセン公園とグァーサ号博

物館を見物に行った。

ストックホノレム最後の夜ということで、当地滞

在中ずっとお世話になった菊池先生ご夫妻、永山

先生、それに高橋嬢をお招きし、夕食を共にした。

菊池先生の'国際結婚の話とか、高橋先生が同姓の

よじみからか、高橋嬢をえらく気に入られた話な

どが出て、全員なごやかな歓談のひとときを過ご

した。

(3) コペンハーゲン

19日(木〉 午前10時15分、コペンハーグン空

港到着。宿舎の Palace ホテノレに落着〈間もな

く、パスでデンマーク消費協同組合 (FDB)へ

向う。約束の午後 1時丁度にFDB本部玄関にす

べり込んだとき、情報教育部長の Eriksen氏は

玄関に出迎えておられ、正確な訪問時間をほめら

れた。直ちに食堂へ通され、デンマーク名物のオ

ープン・サンドウィッチをご馳走になった。

そのあと、集会場へ案内され、そこで Eriksen

氏からスライドを交えてFDBの活動状況につい

て説明を受けた。スライドや資料には日本語のも

のもあり、その用意周到さには驚いた。1時間半

にわたる講義を終ってひと息ついたとき、透明の

コカコーラが配られた。食品担当者の説明による

と、普通のコカコーラには有害な色素が含まれて

おり、それを取り除くためにFDBは長年の研究

を積み重ね、ょうやく完成したのだそうである。

透明のコカコーラは、まさしくコーラの味がした。

そのほかにも、 FDBが開発した食品について、

いろいろ説明を受けた。引き続いて、広報担当の

Buchert氏も加わり、政治、経済、社会など広

範な問題について、主として質疑応答の形で議論

が進められた。

FDB本部のそばに大きな配送センターがあり、

その見学を申入れたが、断わられてしまった。理

由は、数カ月前見学者に気をとられた配送センター

の従業員が車にはねられ、重傷を負うという事故

があったため、労働組合の要求でそれ以後見学禁

11:になっているとのことである。たまたま、 FD

B理事長 CEriksen氏はPresidentと呼んでいた。〉

Andersen氏がわれわれに挨拶したいというこ

とで役員会議室 (4階〕に案内されたが、理事長

を待つ問、そのベランダから配送センターの屋根

だけ見学(?)した。今年理事長になったばかり

の Andersen氏は、経済大臣を勤めたことがあ

る方と聞いていたが、実際に会ってみると、週末

には飛行機で田舎へ帰り畑仕事をしていると自称

されるだけあって、非常に親しみを感じる方であ

った。
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20日(金〉 この日はコペンρ ーグンの郊外へ

行くことになっており、現地の人は英語をまった

く話せないと聞いていたので、東海大学ユーロピ

アン・センターの服部氏にお願いして、同氏の友

人である福居誠二氏に通訳をしてもらうことにし

fこ。

FDBの Eriksen氏は、前日に続いて今日も

案内して下さることになっており、朝8時50分、

ホテノレまで来ていただ、いた。パスは30分程走って、

φrholmという地名の住宅地にある FDB加盟庖

Brugsen (スーパーマーケット〉の前で止まった。

庄長の Knudsen夫妻に出迎えられ、その案内で

庖内を見学したあと、 2階の居室へ招じ入れられ

た。そこは十畳程度の応接間と 8畳程度のリピン

グ・ルームで、ごく標準的な家庭と伺ったが、木

工家具の本場だけに、家具調度品はすばらしいも

のがあった。 f吉長夫妻とも人の良さそうな方で、

われわれにジュースやクッキーを勧めて下さり、

久し振りに家庭の暖かさを感じることができた。

そこを辞して次の目的地へ向ったとき、ご夫妻は

パスが見えなくなるまで、手を振っておられた。

さらに 1時間近く走って、 HelsingeのBrugs-

enに到着した。ここは昨年の視察調査団も訪問

したところである。先程の庖と同じ Brugsenと

いう表示があるが、売場面積は数倍の広さであり、

レストランまで経営している。衣料品、家庭用品

などの品数も豊富で、この地方のデ、パートといっ

た感じである。自由に見学したあと入口附近でた

むろしていたら、そこに伝言板のようなものがあ

り、紙切れが沢山押ピンでとめてあった。そのう

ちの 1枚について、一体何を書いであるのだろう

と話合っていたところへ高橋先生が現われ、それ

は「乳母車を譲って下さい。」と書いであると翻訳

していただいた(高橋先生はデンマーク語もおで

きになるらしい。〉。しtまらくして、当 Helsinge1i消

費協同組合の会長 Jensen氏と居長 Hansen氏

が来られ、レストランに案内されてランチをご馳

走になった。そこでは主として Hansen氏から

営業状況の説明を受けるとともにディスカッショ

ンを行なった。 Hansen氏は日本に来たことがあ

るとのことで、日本語の名刺を頂戴した。会長の

Jensen氏は、本職が農業だそうで、 j吉の営業状

況についてはあまり詳しくない様子であった。

そのあと、昨年同様、 Jensen氏から自宅に招待

された。ご自宅は、 Helsingeの中心音防ミらパス
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で10分位走ったところ、デンマーク最大の湖、

Arresφ 湖畔の小高い丘の上にあった。こんどは

Jensen氏の出番である。パスから降りるやいな

や、足の不自由なのも厭わず、先頭に立って馬ノj、

舎、牛舎、豚舎、牧場の順に案内して回られた。

馬 5頭(乗馬用〉、乳牛35頭、豚30頭、土地ヘク

ターノレ (50ヘクターノレ所有しているが、手が足り

ないので30ヘクタールを親戚に貸している由〉、

これだけを息子夫婦と 4人で管理している。 Eri-

ksen氏のいうところによると、 これがデンマー

クの典型的な農家だそうである。全農関係の方が

たは、この見学は非常に興味深かったようである。

見学がひととおり終ったところで、自宅に案内

された。昨年とはメンバーがすっかり変っている

(三堀氏だけは二度目〉にもかかわらず、 Jensen

夫人は懐かしそうな目でわれわれを迎え、何から

もてなしをしょうかとウロウロしていた。手作り

のケーキはすでに焼き上っていて、コーヒーや紅

茶とともに出された。心のこもったケーキは、実

に美味であった。大橋夫人は早速 Jensen夫人

と意気投合し、台所を案内してもらっておられた。

帰途、コペンハーゲン市内でFDB直営のDB、

Kvickly (スーパーマーケット形式の百貨庖〉を

見学した。ここは予定に入っていなかったので、

庖内を見て回っただけである。財政赤字に悩むデ

ンマーク政府が丁度その翌日から酒税を値上げす

ると発表していたので、ビーノレやワインなどをダ

ースで買う人がやたらと眼についた。

この日は、デンマーク人の家庭を 2軒訪問し、

その暖かい心に触れて、何かほのぼのとした気分

になった。こうした気分になったのは、筆者一人

ではなかったにちがいない。

21日(土〉 全日程のうち自由行動を予定した

のは、この日の午前中だけであった。それを有意

義に過ごそうと相談し、お城巡りに衆議一決した。

そのためには、午後に予定していた学習会を早朝

にやろうということになり、午前8時に Palace

ホテルの会議室に集まった。会議室は、ホテノレの

名前が示すとおり、宮殿のようなインテリアに満

ちており、荘厳な雰囲気であった。当初 1時間く

らいで終る予定で学習会を始めたが、 「ヨーロツ

パの流通業界」と題する内藤先生の講義が、 1時

間余りとなり、その後次つぎと質問が出て、結局

2時間半程かかってしまった。団員諸氏の勉強熱

心には、改めて感心させられた。しかし、ここで

ー'



勉強したことが今回の視察旅行をより有意義なも

のにするために役立ったであろうことは、想像に

難くない。

学習会が終ってからしばらくして、在デンマー

ク日本大使館の武田龍夫一等書記官が内藤先生を

訪ねて来られた。折角の機会であるから、北欧の

権威である武田氏にご無理をお願いして、レスト

ラン「京都」で中華料理の昼食をとりながら北欧

の話をしていただいた。食事の最中、武田氏と前

日の通訳福居氏とがしきりに顔を見合わせている。

そのうちに福居氏が気が付いたとみえて、突然

「武田先生ではないですか。」といい出した。聞け

ば、数年前福居氏が大阪外国語大学の学生であっ

た頃、武田氏は北欧政治史を講義に行っておられ

た由で、まったく奇遇とのことであった。

午後、 Kronborg城、 Fredensborg城、 Fred-

eriksborg城の順でお城巡りをした。海岸沿い

の道路をパスが走って行く途中で、至るところに

海水浴場があり、たまたま土曜日ということもあ

って、海水浴客があふれていた。ストックホノレム

でもそうであったが、連日30度前後のカンカン照

りが続いており、セーターやレインコートばかり

持って来て、水着を持って来なかったことが悔ま

れた。

夜は、武田氏の案内でチボリ公園を散策し、少

年鼓笛隊の行進などを見物した。

(4) 1¥ンブルグ

22日〈日) 12時15分、ハンブ、ノレク、、空港到着。

Atlanticホテノレに入り昼食を済ませたのは午後

3時であった。当日は日曜日でショッピングがで

きず、全員近くの市立美術館へ出かけ、絵を観賞

した。ノレ一ペンス、 クーノレベ、 モネ、 マネ、ノレノ

アーノレ、ゴーギャンなど、結構有名な絵があった。

23日(月〉 ハンブノレグで行動できるのはこの

日の午前中だけであるため、当初、 GEGを訪問

する班と EDEKAを訪問する班に分ける予定で

あったが、両方とも行きたいという希望が多かっ

たので、訪問時間を繰り上げ、またもや早朝から

行動を開始した。

前日のハンブノレグ到着後直ちに現地エージェン

トにドイツ語の通訳を依頼したが、適当な人がい

ないということで断られたため、舎、拠、内藤先生

の知人で東レ欧州事務所の主任部員岡島三代蔵氏

に応援を求めることにした。同氏の案内で、まず

GEGを訪問した。 GEGは、 「ドイツ消費組合

連合会」の略称、であるが、現在は「消費組合商事

及び生産株式会社」と、その名称が変っている。

広報担当の Bockwold氏から最近の活動状況に

ついて簡単な説明を受けたのち、テスト・キッチ

ンを見学した。同氏は、われわれの訪問を組合機

関誌の記事にするのだといって、さかんに写真を

撮り回り、逆にわれわれの方が取材されている感

じであった。

つづいて、ハンブノレグ郊外にある EDEKA本

部を訪問した。 EDEKAは、食料品小売商f占の

巨大な系統組織であり、西ドイツ流通業界におい

て大きな比重を占めている。副社長 Scheer氏

および管理部長 Danielzik氏から、西ドイツ流

通業界の現状、 EDEKAの営業状況などについ

て説明を受けた。当社の業績はこのところ伸び悩

んでいるとのことであるが、西ドイツの流通業界

はまだまだ流動的なようである。

なお、中村氏、山田稲造氏、内藤英二氏の 3人

は、建築関係の調査をするために、視察調査団か

ら離れ、永山先生に紹介していただいた Neue

Heimatを訪問された。

(5) パリ

23日(月〉 ハンブノレグからフランクフノレト経

由でオノレリー空港に着いたのは定刻どおり午後7

時5分であったが、団員の約半数のスーツケース

が到着しなかったため手間どり、 Ambassador

ホテノレに入ったのは 8時半頃であった。さすがに

この日は、全員疲労の色を覆うべくもなかったよ

うである。

24日(火〉 フランス語の通訳を依頼しておい

た河野善彦氏から何の連絡もない。彼は、筆者が

数年前出向していた海外経済協力基金で一緒に仕

事をした友人で、現在ノfリ大学に留学中である。

フロントに何回も問合せてみたが、メッセージも

ないという。出発間際になって、ょうやくメッセ

ージを受取った。それには、 「電話をしたが不在

なので、後ほど改めて電話する。」と書いである。

万事休す。三堀氏にまたもご無理をお願いするこ

とにして、パスに乗込んだ。セーヌ川沿いを走る

こと30分、 Boulogneの消費協同組合全国連盟

CFNCC)本部のそばまで来たとき、当の河野

氏が歩道を歩いているのを発見した。彼は、以前

内藤先生と一緒にFNCCを訪問しており、場所
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を覚えていたのである。

国際部の調査主任 Charbaut氏に迎えられて、

地階の会議室に案内された。昨年の視察調査団が

お世話になった Baulier女史は、 9月下旬ノf リ

で聞かれる ICA大会の準備で忙しく、今回は失

礼するとのことであった。 Charbaut氏から一

般的な説明を受けたあと、専門調査員の Gasco-

m 氏からは「フランスにおける消費者運動の発

展」について、同じく専門調査員の Quin氏か

らは「販売戦略」および「政府の施策」について、

それぞれ詳しい説明があった。フランス流通業界

では、①消費協同組合のシェアが2.5%(食品に

限定すれば4.1%)にすぎない、②独立小売庖の

シェアが57.6%と圧倒的に大きい、③大資本の進

出が消費者運動の発展にとって脅威となっている、

@人口の割に商庖数が多過ぎるなど、日本と似た

ような問題を多くかかえていることがわかった。

とれまで訪問した諸国とは、状況が著しく異なっ

ているように見受けられた。

FNCCでランチを用意するとの連絡を事前に

受けていたが、交通公社でも日本料理をすでに予

約しであるということで、決を採ったところ日本

料理希望者が圧倒的多数を占めたので、 FNCC

の厚意を謝すとともに、逆に Charbaut氏と午

後案内してもらう予定の秘書嬢を「富士」へ招待

した。献立は天ぶらと刺身であったが、刺身につ

いては「変った味がするけど、おいしい。」といっ

て、全部平らげてくれた。

午後は、 Montparnasseにある FNCC加盟

の組合庖舗を訪問し、庖長と副庖長の案内で売場、

肉類ノfッケージ作業場、冷凍室、ケーキ製造作業

場などを見学した。全農の方の話では、設備は日

本の方が優れているとのことであった。

いくらか時聞に余裕ができたので、せめてパス

の中からだけでもパリを見物しようということに

なり、三堀氏のガイドでパスを走らせてもらった。

印象に残ったのは、凱旋門、エッフェノレ塔、ノー

トノレダム寺院くらいであった。それらの観光名所

では、日本人の姿がやたらと目についた。パリの

新聞は、 「今年の夏は日本人にパリを占領された

。」と報じていた。

(6) マンチェスター

25日(水〉 パリのド・ゴーlレ空港を午前9時

半に発ち、ロンドン経由でマンチェスター空港に
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着いたのは午後 1時半であった。空港のそばのレ

ストランで昼食をとり、パスで30分程走って、宿

舎の Midlandホテルに 3時頃到着した。

ホテノレのフロントに、イギリス協同組合中央会

(Co-operative Union) のGarratt氏から内

藤先生宛に翌日の視察スケジューノレを書いた手紙

が届いていた。そのなかには、ロッチデーノレ組合

の見学予定が含まれておらず、早速団員の方がた

の意見を聞いたところ、折角ここまで来たのだか

ら是非見学したいという希望が述べられたので、

急速ホテルまで送ってくれたパスに時間延長して

もらってロッチデーノレへ行くことにした。さて、

見学することは決まったが、住所がわからず、パ

スの運転手もホテノレのフロントの人達も場所を知

らないという。手掛りは、 「西欧協同組合の歴史

散歩J (家の光協会〉に出てくるロッチデーノレ組

合の建物の写真だけである。

ロッチデールまではマンチェスターから約20キ

ロ。 2メートノレ近い大男の運転手(名前を Tiny

という。〕は陽気に車窓から見える景色を説明して

くれるが、こちらはロッチデール組合が果たして

発見できるかどうか気が気でない。マンチェスタ

ー市街を離れて閏園地帯に入ったとき、突然赤い

煩と煙が眼に飛び込んで、きた。道路そばの草原が

広い範囲にわたって燃えており、消防車が懸命に

消火作業をしている。スワッ山火事ノと緊張した

が、 Tinyは「こんなことは毎日だ。」といって平

然と運転してる。聞けば、2カ月以上一滴の雨も

降らず、乾燥しきっていて、 ドライパーが投げ棄

てるタパコの吸い殻で簡単に着火するという。見

渡すかぎり草原は黄色く枯れていて、まるで冬景

色を見ているようだった。

ロッチデ-lレに近づくと、意外に大きな町(市〉

であることがわかり、ますます不安が広がる。町

の中心部で、パスを停めて、 Tinyはそとにいた人

(交通指導員一町の案内掛り〉にいろいろ尋ねて

いる。そこは中心部からすぐ近くであった。本で

は修復中と書いてあるが、そのような形跡はまっ

たくなし写真で見るよりもさらに老朽化が進ん

でいる。その周囲は、都市再開発とかでほとんど

建物がとわされ、多くの作業員が整地していた。

ロッチデーノレ組合そのものはますます時代からと

り残されていくようであるが、その精神は、これ

までの視察を通じてみて、力強く生きつづけてい

ることを特に印象づけられた。
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参氏に迎えられ、会議室で Ollman博士から rr

CAの活動状況」と「西欧協同組合運動の直面す

る諸問題」についての講演を承まわった。協同組

合精神を再認識すべき時期にきていることとか、

政府の援助を期待すべきではなく、自助努力が必

要なこととか、今後は低開発国に協同組合運動を

定着させる必要があることとか、 u、ろいろ有益な

話を伺うこと ができた。OIlman博士の熱弁が続

き、予定の 2時間を 1時間以上超過してしまった。

午後はパスでロンドン市内を観光したが、その

ころになって今回の旅行中初めて小雨が降り出し

た。しかし、パスを降りるときにはすでに雨はあ

がっていた。

むすび

今回の視察調査団は、ストックホノレムやハンブ

ノレグで何班かに分かれτ行動したように、盛り沢

山なスケジューノレであった。したがって、以上の

報告はすべてを網羅したものではない。また視察

内容についても、スペースの関係で、意を尽すこ

とができなかった。 これらについては、いずれ詳

しく報告機会があると思う。

流通、生協関係に限ってみれば、同じヨーロッ

パといっても、国によって事情は大きく異なって

いる。流通革新が急速に進展するなかで、スウェ

ーデンやデンマークのようにその先端を進む協同

組合もあれば、イギリスやフランスのようにそれ

への対応が遅れ、伸び悩んでいる協同組合もあっ

て、さまざまである。しかし、いずれの固におい

ても、長い歴史をもっ消費協同組合運動は国民生

活に深く根を下しており、インフレ傾向にある近

年、その運動は見直されつつあるといえる。わが

国において、まだ部分的にとどまっている消費者

運動が、国全体に定着するのはいつのことであろ

うか。(視察先一覧表は次号に掲載します)

9 

26日(木〉 産業革命の中心だったマンチェス

ターは、歴史の重みを感ずる町である。最近は都

市再開発を進めているとのことで、周辺部は新し

い建物が建ちつつあるが、中心部は昔のままであ

る。古い建物のあちらこちらに rToLetJ 

rFor SaleJという貼り紙がしてある。この古

い町も、変貌の時期が近づいているようである。

イギリス協同組合中央会 (Co-operativeUn-

ion)に広報部長 Garratt氏を訪ねた。古色蒼然

物の 2階会議室に案内され、 Garratt氏から「協

たる建同組合運動の歴史と中央会の役割」につい

て、経済調査部長 Ainsworth氏から「協同組合

運動の発展」について、協同組合党組織部長

Merry氏から「協同組合運動の政治的役割」につ

いて、それぞれ 1時間ずつ説明を聴いた。協同組

合運動発祥の地だけあって、本家本元といったプ

ライドは感じられるが、流通革新の波に乗り遅れ

て業績が伸び悩んで、いるためか、現状の説明にも

う一つ迫力が感じられなかった。

Garratt氏を食事に招待したあと、午後は師売

協同組合 (CWS)本部を訪問した。 CWSの建

物は、 NewCentury HOllse中央会の建物 Hol-

yoake Houseのすぐ隣りにありながら、まった

く対照的に近代的な高層建築である。その16階に

ある、理事会だけに使うという会議室に案内され、

常務理事の Cross氏、スタッフの Williams氏、

Shaklton氏などに迎えられた。そこでは、 CW

Sの組織、活動状況、販売戦略などについて説明

を受けたあと、質疑応答を行なった。やはり、大

資本との競争には相当苦労しているようである。

午後5時12分発ロンドン行きの列車の時聞が迫っ

てきたので、急いでグィクトリア駅に向った。

27回ι(金〉 午前中、今回の視察調査最後のし

めくくりとして、国際協同組合連盟 (rCA)を

訪問した。広報部長 Ollman博士と金融部長大



ゾ参加の方々

よ りのご寄稿

(敬称略、五十音順〉
視察団のみなさんと……

障害者福祉施設を 訪 ね て

このたびの視察調査には、ストックホノレムのシ

ヤーノレホノレメンの老人ホームと身体障害者施設の

視察が準備されていた。そして市当局の係官の案

内で、われわれはスワェーデンでの最高級の福祉

施設の技術的装備の最先端の状況を見聞すとこと

ができた訳だ。

しかし、スウェーデンでの福祉施策の原則的な

方向は、集中処理方式の方向にあるのではなく、

逆に、老人も障害者も、健常者の家庭生活や地域

生活の中にとけ込ませ、分散させる方向にあるの

だ、ということである。しかもそれは、予算の裏

づけが出来次第、逐次、実現して行くよう、努力

中であるとのことであった。施設で働く人たちも、

分散方式がより人間的であること、より多く経費

がかかること、そのために予算の裏づけが不可欠

であること、を強調していたのは印象的であった。

私たちは、視察調査団にも、施設側にも、御迷

惑であろうとは思ったが、せっかくの機会なので、

欲ばって予定外の障害者施設を見て歩いた。第 1

は、スワェーデンで最も大きく最も立派な精薄施

設と云われるカーノレスランドの養護施設(収容者・

精薄児者350名、職員280名、 1976年8月現在〉、

ネ見 仕比・
丸
木

姪支
~言

日本福祉大学教授 大 橋 憲隆

Takanori Ohashi 

第 2は、 トムデボーダの盲学校(1890年創立とい

うから日本最初の京盲に約10年遅れて創設〉であ

る。突然の訪問にもかかわらず、両者とも親切な

案内をうけ、資料をいただき、その歓待ぶりにお

それ入った次第です。

コペンハーゲンでも、私たちはゲントフテの重

症精薄児施設(収容楕薄児350名、職員は同数の

350名〉 を訪ねた。そ してその雰囲気のあたたか

さに感心した。全く動けぬ重症児の部屋を尋ねた

が、その子は私たちの来訪を感知し、スイッチを

押して電灯を点滅させ、挨拶をしていた。装備は

それほど立派ではないが、雰囲気のあたたかさは、

そう簡単に作り出せるものではない。

とのあたたかな雰囲気こそ、技術的装備以上の

貴重な要素であろう。それからカステノレウイの盲

唖学校を訪ねたが、休暇中で全く誰もおらず、外

観だけをみて帰った。このような調子で障害者福

祉施設をみることに努めた。準備不足もあったが、

それでも「現地主義」がいささか実現でき、きわ

めて有益であった。内容的な報告は別の機会にゆ

づりたいと思う。

感

目祭 義 彦岩手県経済農業協同組合連合会生活課長 近

0シヤー/レホノレメンの福祉局、老人ホーム訪問は

専門外であってもいろいろ感じることができた。

10 

Yoshihiko Kondo 

日本では老人を佳い環境にの名のもとに遠隔地に

おくが、ニュータウンの真中に明るい環境で疎外



感をなくし、働けるうちに老後補償の基礎をかた

める所謂高度の社会福祉制度の一片をのぞいた様

な気がする。しかし「揺りかごから墓場」までの

水準にほぼ到達した北欧諸国が「高福祉、高負担」

「福祉才出の増大J I官僚主義化による空洞化」

の過程を経て社民党政権が大きな修正を迫られた

現実も容易に受けとめることができた。

0流通状況の視察先についてはNKデパートが企

業合同を進め体質強化を図っている様子、

ICAの小規模ながら消費者ニーズにそった積

極的なチェーン活動の展開、又売場面積、年商、

純利益等の採算分岐点を明確にし、 EDEKAサ

ービスを中心にした小売グノレープEDEKA等ま

さに協同組合に肉迫しているco-oP以外のノレ

ートについて訪問でき、実態の一部に触れること

ができたことは非常に参考になった。

0どこにカメラを向けても絵葉画になる程の北欧

の景観は心洗われる想、い。スウェーデンのKF、

デンマークのFDBともに消費者活動の先端を行

く内容には感銘を受けた。特に組合員参加の商品

研究室の充実活用、糖分、脂肪のとり過ぎ、蛋白

質の均衡摂取を狙いとしてピラミット型食品摂取

模式図によるキャンペーンの実施、又FDBでは

無着色コーラの開発、自然色サラミソーセーヂ、

無着色ソフトドリンク、低カロリーマヨネーズ、

シュガーカットのチュインガム等を対象商品の 8

割程度まで開発メンパ-80名によって自己生産体

勢をとっているときいた。要は「消費者は信用と

栄養を希求する」ことに真正面から取り組み、徹

主主

貝 重 な 体

底的にキャンペーンし、率直に自己生産に移して

おる現実。世界の「コカコーラ」に対抗して今年

6月より開発生産した無着色コーラを感激して試

飲した。 I批判より代案」を地で行く姿である。

Oマンチェスターから車で20分、 130年前のロツ

チデーノレ公正開拓者組合居舗に向った気持はまさ

に私達協同組合人にとっては聖地エレサレムに赴

く信者にも似たり。異常乾燥で発生した草地火災

の中をぬけて近代化されたロッチデーノレに到着、

予想、した織物業の赤練克工場も労働者住宅も様子

が一変し、目標の届舗をさがしあてた時は先ず一

安心。修復をしたといっても老朽化した住人不在

の赤練克三階建、入口右側にかすかにCO-OP
の文字をみた時は複雑な感情、創業当時の資料や

記念の使用品等がどこに保存されているか、聞く

よしもなかった。

その晩マンチェスターのホテノレでベットに入る時

シーツがちと引掛るので良く見たら二ケ所程丁寧

に補修されていた。 私達も笑えないグレート・ブ

レティンの一面をのぞいた様な気がした。

0海外研修では吾々のおかれている位置を客観的

にしかも備撒的に意識することと思う。今般の15

日聞を契機に西独ライフアイゼン思想、と協同組合

の株式会社化について勉強していきたいと思う。

視察に前後して内藤、稲田両先生による各国流通

事情を講義して頂いたことは系統的に知る上で大

変参考になった。雑感の一部についてのべました

が、観光内容は三堀さんの配慮の内容が想い出と

して残るでしょう。

験
株式会社産業科学研究所社長 中 村 女昏

今回の視察調査に参加させて頂き、関係諸先生

の御多労に対し厚く御礼申上げます。毎日が貴重

な体験と問題意識の連続と云う素晴しい内容でし

たが、特に印象深かった事項を下記に列記させて

頂きます。

①ストックホノレム市の郊外の道は美しい森と湖の

線の静寂の中である。 OBという大きい看板はア

メリカ的で建物は鉄骨鉄板張。錆止めの赤茶けた

色が調和から程遠い。内藤先生が「格納庫の様な

簡素な建物」と表現されていたが、軒高も常識以

上に高く、この美しい風景の中では、と首をかし

げる建築感覚である。庖内は生活物資が整然と並

Kon N akamura 

んでいるが、コーヒーが一種類しか無いのを指摘

すると、何故そんなに種類が要るのか、清潔でさ

えあれば十分ではないかと答える。むしろ日本は

売らんかなの資本主義に踊らされて賀沢すぎるの

ではないかと云ケー成程その後訪ねた各国で売庖

は日本程多くなかったと思う。そんなに無駄遣い

をし、ゴミ、空纏で街を汚す日本に反省をする。

②身障者施設で13.4才の車椅子の少女が同室の男

生徒と部屋を離されたと泣いている。同室にすれ

ば妊娠の恐れありませんかとの質問に所員が「い

い子が出来た前例があります」と肩すかしの答え

を事もなげに云う。 性意識の大きな相異。私達は

11 
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親善使節の様な喜びを味わい、ゾーリンゲンの早

朝からの商売熱心と、お釣りが 7マルクでなく 10

マルクである旨不足を申入れると、既に渡したお

釣り 7マノレクも余分に取っておけという信用を大

切にするドイツ女の心意気に打たれる。

⑤ロンドン生協で弘報部長が、貧しい人々が売っ

て貰えないから自己防衛の手段として出来た生協

が、その発祥の理念を忘れ大組織化すると動脈硬

化し大商底的な形に変って行くのを痛烈に批判し

た根本哲学の熱演は会議の締めくくりにふさはし

い頂門のー針であった。

儒学的すぎるのだろうか。フリーセックスとはこ

んな国内的な問題であったのかと日本マスコミの

誤解を知る。

@高橋先生と脱国したコペンからマノレメへの澄み

切った美しい青い空と海に溶け込む船旅。マノレメ

の静かな町のたたずまい。パノレチック海の波濡に

見る西洋史への郷愁。北欧の大自然の中にぽつん

と取残された一粒の異郷の空の下での日本人を意

識し故郷や友を憶う。

④ハンブノレグで在郷軍人に呼止められその親日振

りに感動し、小学校の女先生の撲の見事さに感心

する。大民衆酒場でドイツの人々の大歓迎に民間
'
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口久雄

Hisao Higuchi 

の姿とみるのは、偏見であろうか。いろいろな話

を聞いたのだが、どうしても空しさだけが残った

ものである。

イギリスの消費組合は、伝統の重みに耐えなが

ら退勢ばんかいに必死になって頑張っている姿の

ように思えた。私たち協同組合関係者に最も強烈

な印象を与えたのは、ロッチデ、イノレ開拓者組合の

古ぼけた庄舗であった。

あのj苫舗をみたとき、私はあたかもタイムトン

ネノレを抜けだして130年前の世界に居るような錯

覚におそわれたのであった。克礁の中の風前の灯

のような建物ではあったが、協同組合運動の原点

をとの目で確かめることができたととは、何物に

も代えがたい喜びであった。 I

ヨーロッパの協同運動が、どこでも激い競争に 、

さらされていることが、スウェーデンの流通資本

国さの激突を目のあたりにみてつくづく感じたも

のであった。

私はこの旅行で得た知識と体験を今後の自らの

仕事の中に存分に生かしてゆきたいと，思っている。

旅行中に見たヨーロッパの風物の美しさは未だ

私の胸に去来している。

樋全国農業協同組合連合会生活部長

ヨーロッパの視察旅行から帰国してから 2カ月

経った今、旅行中に見聞した様々な事柄を懐しく

想い出している。実に快適な旅であった。あの15

日間という短い日数の中で、非常に密度の高い視

察と調査ができたことは、研究所当局の細心なご

配慮の結果であり、言葉でいい尽せない感謝の気

持で一杯である。

また、病植をかえりみず、団長としての労を惜

しまなかった内藤英憲先生のご厚意にも深い感謝

の気持を捧げたい。

ヨーロッパを歩いて感じたことは、協同組合運動

が如何にその国の政治と国民性に影響されている

か、ということであった。スワェーデンでは国の

社会福祉政策と知的で合理主義的な国民性との結

合によって、あの高度な消費組合運動が花聞いて

いるように思えてならない。また、デンマークの

素朴で、陽気で農民的な消費組合の姿をへノレシンキ

消費組合の庖舗の中や組合長エンセン氏の風貌や

態度の中に見ることができた。私たち一行を自家

に招き文字通り歓待してくれたエンセン氏夫妻の

暖い気持を私たちは生涯忘れ得ぬだろうと思う。

西ドイツ、フランスの消費組合は、低迷と苦悩

せ
スウェーデン語講習会

8週間単位、年3回開催、初心者対象、週2回出席、午後6時からと午後7時30分から、

日本人とスウューデン人ベテラン講師が指導、詳細は当研究所へ電話を

(212-4007・212ー1447)

り知お

定
価
-
五

O
円

12 




